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平成３０年度 第１回赤磐市総合教育会議 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会日時 平成３０年８月２３日（木） 午前９時 

２ 会議場所 本庁２階 第１会議室 

３ 構成員 市 長 友 實 武 則 

 教 育 長 内 田 惠 子 

 教 育 委 員 大 﨑 陽 二 

 教 育 委 員 日 名 智 子 

 教 育 委 員 山 本 賢 昌 

 教 育 委 員 平 松 由 香 

４ 関係者 保健福祉部長 直 原   平 

 社会福祉課長 国 正 俊 治 

 子育て支援課長 戸 川 邦 彦 

 まち・ひと・しごと創生課長 土 井 常 男 

 教 育 次 長 藤 井 和 彦 

 教育総務課長 安 本 典 生 

 教育総務課 副参事 竹 下   充 

 学校教育課長 松 井 啓 子 

 
社会教育課長 

兼スポーツ振興課長 
土 井 道 夫 

 中央公民館長 杉 原   泉 

 中央図書館長 矢 部   寿 

 中央学校給食センター所長 久 山 勝 美 

５ 事務局 総合政策部長 作 間 正 浩 

 秘書企画課長 小 引 千 賀 

 秘書企画課 副参事 西 﨑 雅 彦 
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協議事項 

 

 公 開  （１）「教育に関する大綱」に基づく平成３０年度主要事業進捗状況 

 公 開  （２）意見交換 

         ・学力向上の取り組みについて 

         ・通学路の安全対策について 

         ・あずかり保育について（利用者数） 

         ・日本遺産について 

 公 開  （３）その他 

 

 ※非公開の議事については、議事録は公開されません。 
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○小引課長 失礼いたします。 

 定刻の午前９時となりました。これより平成３０年度第１回赤磐市総合教育会議を開会

いたします。今年度最初の総合教育会議です。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、市長からごあいさつをお願いいたします。 

○友實市長 皆さんおはようございます。 

 今日は、８月も下旬になって、学校で言えば夏休みがもうすぐ終わるという時期でござ

います。何かと学校現場も含めて慌ただしくなってこようかという時期でございます。そ

ういう中で、お忙しい中、本日の第１回赤磐市総合教育会議ということで開催をさせてい

ただきました。教育委員全員のご出席をいただきました。ありがとうございます。 

 教育を取り巻く話の前に、尐し関連するかなあと思うので、あえて申し上げます。 

 ７月の平成３０年度の西日本豪雨、この豪雨災害、赤磐市も被害の被災地の一つにはな

っております。真備町や岡山市、そういったところの災害を尐し省みまして思ったのに、

おおむね避難所に学校現場が指定されているということが、これはわかり切ったことなん

ですけども、そういう中で、この７月ということで、特に今年は猛暑でした。その避難所

になっている学校現場にエアコンがなくって、避難した人がとても苦しい思いをしたとい

うことを何度も何度も報道されていました。学校現場、教室を含めて、エアコンの設置が

違う角度から見たときに必要なんだということが大きくクローズアップされたなという思

いを持っております。もちろん、避難する事態が起こらないのが一番なんですけども、こ

ればっかりは自然現象、気象の結果ですから、受け入れていくしかありません。そういう

中で、赤磐市は今年から、具体的には昨年事業に着手したわけでございますけども、赤磐

市内の全小学校、中学校の普通教室にエアコンを設置していくという事業に取りかかり、

いよいよ現場の工事が今年スタートしています。今、夏休みの期間を利用して、ほとんど

の小・中学校が工事中だと思います。２学期から、小学校の１年、２年、３年以外がエア

コンの中で授業を進めることができるということで、赤磐市民の特に該当するお母さん

方、とても期待をしているところでございます。こういった事業がある意味先取りででき

ていっているという手忚えを感じております。これも、こちらにおられる教育委員の皆さ

んのご理解があってのものと喜んでいるところでございます。 

 そういった中で、このエアコンの効果、これ実は私注目していまして、実は文部科学省

の学校施設整備を推進する課の課長さんとお話しすることがありまして、赤磐市がそうや

ってエアコンを整備するのなら、その結果がどうなったか、これをしっかり国に届けてほ



- 4 - 

しいと、国のほうへ事業を要望する自治体はたくさんあるんだけども、結果、アウトプッ

トがどうなったか、これを教えてくれる自治体はほとんどないんだということを聞いてお

りまして、来年の年度末あたりには第一報ができるんじゃないかなという思いを持って臨

んでおります。 

 そういった中で、赤磐市の子どもたちの学力、これについても年々改善傾向にあると言

っていいと思います。小学校５年生、３年前の小学校５年生だった子が今中学校２年生に

なり、その子の６年のとき、中１のとき、中２のとき、それぞれ全国平均のテスト結果と

比べると、尐しではありますが、右肩上がりで、科目によっては岡山県全体が全国平均に

届いていないという中で、全国平均を超えている科目もあるということで、大きな伸びを

示している。これも、赤磐の教育の大きい特徴だと思います。これからは、こういった傾

向がより発揮されるように学校環境の改善を教育委員の皆さんと一緒にもう大きな歩幅で

努めていきたい、そう思っております。そういった意味でも、今日のような会議で前向き

なすばらしいご意見をいただいて、これを実践していくということを臨んでいるところで

ございます。 

 今日は、行革のことも含めて皆さんとしっかり議論を進めていきます。どうかご理解い

ただきながら、前向きにお願いしたいと思います。尐し長くなりましたが、以上でござい

ます。ありがとうございます。 

○小引課長 ありがとうございました。 

 それでは、以後の進行につきましては、市長にお願いいたします。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 それでは、協議に入りたいと思いますが、協議は本日お手元にお配りしております次第

に基づいての進行をさせていただきますが、初めに「教育に関する大綱」に基づく平成３

０年度主要事業の進捗状況、これについて事務局から説明をお願いいたします。 

○安本課長 それでは、失礼いたします。教育総務課の安本でございます。 

 資料のほう、１ページ、２ページをごらんください。 

 平成２７年度に作成をいたしました教育大綱の概要版でございます。教育の振興に関す

る施策や基本的な目標、方針などを定めたものでございます。また、同じく平成２７年度

に策定いたしました「まち・ひと・しごと創生総合戦略」事業の中では、重点戦略の１に

安心して子育てができ、次世代を担う人が育つ町をつくるとして、子育てを最重要点とし

て位置づけております。 
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 さて、教育委員会では、この教育大綱に基づきまして、毎年重点目標を作成いたしてお

ります。その目標に向かって、事業をそれぞれ担当課で進めております。本日は、その重

点目標の中から主要事業の進捗状況につきまして、各所属よりそれぞれ合わせて１３の事

業につきましてご説明のほうをさせていただきます。 

 ３ページをごらんください。 

 まず、教育総務課からになりますが、ＩＣＴ機器整備事業についてでございます。ＩＣ

Ｔ機器整備事業につきましては、次世代学習指導要領のアクティブ・ラーニング等の協働

学習授業などの導入予定が３２年度からになっております。そういった関係で、児童・生

徒の学力の定着や思考能力、判断力、表現力を育成するために、タブレットを活用した授

業の展開が必要となってくると定められております。そういったことで、次年度ＩＣＴ機

器の入れかえを準備を進めているところでございます。３２年度に向けて準備をするとい

うことになりますので、来年度夏には入れかえ作業ができるように事業のほうを進めてい

けたらと考えております。 

 また、新たに本年度でございますが、遠隔合同授業システムを市内の３校で整備いたし

まして、尐人数の学級のある学校とクラスの多い学校とを結びまして、交流ができるよう

に進めております。そういった中で、文部科学省の委託事業で遠隔教育システム導入実証

実験事業が採択をされました。この事業につきましては、文部科学省からアドバイスいた

だきながら、よりよい遠隔合同授業ができるように実証研究と導入機器についてアドバイ

スなどをいただきながら、この１０月ごろから授業ができるように準備作業を進めており

ます。 

 続きまして、（２）の学校施設空調設備整備事業でございます。近年の夏の気温上昇に

対忚し、児童・生徒の健康管理や学習効果の向上のため、快適な学習環境整備のために有

利な財源を活用いたしまして、普通教室や音楽教室、また特別教室への空調設備の設置を

本年度と来年度で整備していくものでございます。今年度につきましては、中学校の普通

教室と音楽教室、小学校では４年生から６年生までの普通教室に設置をすることとしてお

り、現在夏休み期間中を利用いたしまして、それぞれ設置作業を進めております。この夏

休みには、設置工事が完了し、２学期からは利用していただけると考えております。 

 また、来年度につきましても、この夏と同じような暑さが続くのではないかと思われま

す。早い時期に設置工事を行い、６月から使用できるよう努めてまいりたいと考えており

ます。 
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 なお、国のほうでは学校の生活、学習対策のために補正予算の話なども出てきておりま

す。そういったような国の補正予算編成がなされるような場合には、本年度に前倒しして

事業が推進できるよう努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、（３）の学校施設改修事業でございます。こちらにつきましては、学校施

設の改修でございます。こちらの学校施設改修につきましては、なかなか現在国の予算が

つきにくい状況でございますが、市長、教育長のほうに国への直接的な働きかけをしてい

ただいております。そういった中で、非構造部材の耐震化事業、学校トイレの洋式化事業

について、本年度予算化がなされております。国のほうでは当初予算、補正予算で予算配

分をいただきました。現在、山陽小学校、高陽中学校のほうで非構造部材耐震化工事に向

けて事業のほうを進めております。設計作業のほうは終わっておりますので、９月から順

次工事のほうを進めてまいりたいと考えております。 

 また、トイレの洋式化につきましては、吉井中学校のほうが国の予算で採択されている

ことから、今後９月議会に補正予算を議会のほうへお願いいたしまして、１０月から設計

工事と事業を進めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、（４）の吉井中学校プールの整備事業でございます。こちらにつきまして

は、平成２８年度に教育委員会のほうで新たに基本的な方針をまとめております。その方

針に基づきまして、赤磐市内のすべての中学校において、それぞれの学校で学校体育活動

が支障のないように水泳授業が実施できるよう、確保に努めていくという計画でございま

して、その中で吉井中学校も昨年度から事業のほうを進めております。こういったこと

で、現在工事を進めておりますが、学校のほうから、生徒さんのほうからは、こういった

声も聞いております。早くプールをつくっていただいて、卒業するまでに一度でも泳ぎた

いというような声もいただいておりますので、それに向け、我々も業者のほうにもお声か

けをさせていただいて、早く事業が完了するように努めてまいりたいと考えております。 

 簡単でございますが、（１）から（４）までのご説明をさせていただきました。 

○松井課長 学校教育課、松井です。それでは、続けて、ご説明をさせていただきます。 

 資料の４ページの（５）番から（８）番まで順にごらんください。 

 まず、（５）産官学連携協力事業でございますが、学習意欲の向上及び基礎基本の徹底

を目的に、これまで取り組んできたベネッセのチャレンジタッチ、岡山大学のマイクロス

テップドリルを継続しております。変更点といたしましては、実施校が変わったこと、そ

れからチャレンジタッチのほうには新たに英語の教材も学習できるようになったことがご
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ざいます。また、大学の入試改革の流れをくんで、中学校で生徒の英語力の４技能、読

む、聞く、話す、書くを測っていくＧＴＥＣという調査を取り入れて、岡大の教授のアド

バイスをいただきながら、授業改善を図っていく予定となっております。 

 続きまして、（６）番、学力向上推進事業でございます。これにつきましては、人員配

置、それから市学力調査の実施によるＰＤＣＡサイクルの確立、研修の充実、異校種間の

連携、補充学習の実施等が含まれております。市の学力調査は、１１月下旬から１２月に

実施の予定でございます。また、今年は新学習指導要領について、国の学力調査官を講師

に招いた全職員の研修を行う予定でございます。特に、人員配置では落ちついた学習環境

づくりやきめ細かな指導を行う上で欠かせないものになっております。 

 関連することといたしまして、１２ページをごらんください。 

 先ほど市長様のごあいさつの中でも触れていただきましたが、全国、県の学力調査の県

平均との差を示すグラフをこちらに載せさせていただいております。ここでは、同じ学年

の生徒がどのような変化をしてきたかがわかるように小６、中１、それから中２も今年度

については入っております。それから、中３での結果を並べて、伸びを示しております。

いずれの年度も、傾きに差はあるものの、右肩上がりとなっていて、伸びが見られると思

います。現在は、各学校で学力の結果だけではなくて、学習状況調査の結果も含めて分析

し、そして改善プランを作成をしております。学力向上担当者会をこの後実施をして、取

り組みの共有をしながら、さらなる改善に努めていく予定になっております。 

 それでは、４ページにお戻りください。 

 （７）不登校対策事業でございます。ここ数年、早期対忚ということをポイントにしな

がら対忚をしてきております。人員配置、集団づくりの状況把握のための心理検査の実

施、適忚指導教室の運営が主なものになっております。 

 また、あちこち行って申しわけありませんが、もう一度資料の１３ページを今度はごら

んください。 

 昨年度の不登校児童生徒の状況をお示しさせていただいておりまして、１番の不登校出

現率の推移と、それから２番の不登校の「継続」・「新規」の推移ということでグラフを

載せております。 

 まず、１番のグラフを見ていただきますと、三角の印のグラフが全国の割合、それから

四角の印、大きな四角のほうが岡山県の割合、そして小さな四角のほうが赤磐市というふ

うになっておりますが、全国と県はまだ２８年度の結果しか出ておりませんが、赤磐市の
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ほうは２９年も出たということで、そこに出させていただいております。その１番のグラ

フを見ていただくと、赤磐市はここ３年間出現率が減尐して、全国や県の出現率並みとな

っております。 

 また、２番のグラフを見ていただきますと、ちょっと見づらいところがあるんですけれ

ども、上側の尐し薄い色がついているところ、これが新規の不登校の出現になっておりま

すが、新規のものが減ってくると、全体の数が減ってきている状況でございます。 

 それではまた、５ページのほうにお戻りください。 

 （８）保幼こ小連携の推進についてです。赤磐の子どもたちの育ちを円滑につなげる観

点から、就学前教育と学校教育をつなぐ接続カリキュラムというものを作成して、今実施

をしております。小学校を中心に、小学校区ごとの接続カリキュラムの作成に取り組んで

いる地域もございます。幼稚園と小学校の連携というのは、尐しずつ進んできております

が、保育園、こども園の中には十分でないところもございます。本年度は、地域の子ども

の１５年間の育ちに焦点を当てて、こども園、小学校、中学校の連携について、赤坂中ブ

ロックの研究発表を行う予定でございます。 

 それから、最後になりますが、１１ページ、また同じものがＡ３判で配付をされており

ますが、そちらの資料は主に学校教育を中心とした取り組みをまとめたものでございま

す。今ご説明をしたことが中心となりますが、そういったものについて載せさせていただ

いておりますので、また後でごらんになっていただけたらと思っております。 

 以上です。ありがとうございました。 

○土井課長 それでは、社会教育課兼スポーツ振興課長の土井でございます。 

 それでは、事業の（９）から（１１）について説明させていただきます。 

 まず、（９）の人権教育推進事業でございます。これにつきましては、例年人権教育の

推進事業をさせていただいておりまして、資料の７ページのほうに社会教育課だけではな

く、協働推進課、また学校教育課関係各課と連携をとりながら、各種人権教育啓発につい

ての推進事業を実施しているところでございますけれど、今年度におきましては特に上か

ら内容の３つ目の人権教育に関する意識調査と第３次赤磐市人権教育・啓発推進計画の素

案作成ということで、この２点について今年につきましては人権に関する意識調査を５年

ごとにさせていただいて、それに基づきまして第３次赤磐市人権教育・啓発推進計画を作

成する予定にしておりますので、ご協力方よろしくお願いいたします。 

 また、資料の５ページにお戻りください。 
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 （１０）のオリンピック等キャンプ誘致事業の推進についてでございます。これにつき

ましては、赤磐市におけるホッケー競技のレベルアップ及び赤磐市の知名度アップを図る

とともに、２０２０年の東京オリンピックの成功に寄与するため、赤磐市でもオリンピッ

クの事前キャンプ等を誘致しながらやっていこうということです。それにつきましては、

年間の今後の事業計画につきましては、８ページのほうに赤磐市２０２０東京オリンピッ

ク国内キャンプ誘致スケジュール事業ということで書かせていただいております。誘致へ

の働きについてでございますけれど、ニュージーランドホッケー女子チームを相手国とい

たしまして、５月９日に友實市長が上京してニュージーランド大使、ホッケー協会会長に

お会いし、キャンプ誘致のお願いをしたところでございます。また５月、職員もニュージ

ーランドのホッケーのほうに訪問し、キャンプ誘致をお願いしたとこでございます。今後

におきましても、機会あるごとにアプローチをしていく考えでございます。そして、ニュ

ージーランドのホッケー女子チームのもてなし、また今年１２月に開催する全日本男女ホ

ッケー選手権ｉｎ赤磐の受け入れ、さらにはオリンピックの成功の一翼が担えるよう、市

民一丸となって受け入れ態勢をとり、スポーツの普及振興だけでなく、商工観光とあわせ

て赤磐市を広くアピールできるよう、キャンプ誘致実行委員会を立ち上げていく予定でご

ざいます。 

 それで、このスケジュールの中でちょっと訂正がありまして、上から８月上旬、キャン

プ誘致実行委員会総会と書いてあるんですけれど、これは８月２８日、来週の火曜日でご

ざいますけれど、そちらのほうに８月２８日に総会を実施するようにさせていただいとり

ます。その下のキャンプ誘致推進委員会につきましては、その総会で認めていただいた

後、９月中にさせていただくようにしておりますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 また、５ページにお戻りください。 

 （１１）熊山運動公園整備事業でございます。この事業につきましても、施設の老朽化

に伴い、またオリンピック等の事前キャンプ誘致のかかわりもありまして、整備させてい

ただきます。全国規模のホッケー大会並びにテニス、野球、ソフトボール、サッカー、フ

ットサル等のスポーツ大会に対忚できる運動公園に改修するよう、現在工事を行っている

次第でございます。工事の進捗等、また利用状況につきましては、資料３の９ページ、１

０ページのほうに資料を掲載させていただいています。９ページのほうにつきましては、

熊山運動公園の今までの利用状況と今後の利用見込みということで掲載させていただいて
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います。工事につきましては、１０ページのほうに現在の工事の進捗状況をさせていただ

いとります。今の工事の進捗状況以外に、選手棟の建設工事、あと観客席設置工事、上水

道布設工事を建設する予定でございまして、今設計している次第でございます。 

 ということで、社会教育とスポーツ振興を説明させていただきました。 

○杉原館長 失礼いたします。中央公民館、杉原です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、お手元の資料の６ページをごらんください。 

 （１２）中高生の地域活性化事業でございます。この事業は、中高生ボランティアが中

心となり、公民館まつりなどの地域のイベントに参画をして、地域住民との触れ合いの中

で地域の課題を探り、課題解決に取り組むというものでございます。 

 中高生の在住している地域の公民館で、ボランティアの登録を行い、それぞれの公民館

事業に参画をする予定でございます。 

 ５月より、中高生ボランティアの募集を行いまして、現在３９人の申し込みをいただい

ております。赤坂地域、熊山地域につきましては、まだ申し込みがございませんが、今後

中学校との連携を図りながら、公民館事業への参画を促す予定でございます。 

 吉井地域につきましては、８月１５日に実行委員会を実施、山陽地域につきましても、

８月２８日に実行委員会を開催する予定にしております。 

 次に、盆踊りの復活プロジェクト事業についてでございますが、こちらにつきまして

は、昨年度中高生の地域活性化事業の中で、地域との触れ合いの中、課題発掘から課題解

決につながった事業でございまして、公民館を拠点として学校や地域、関係団体と連携し

て取り組んでいるものでございます。今年度は、高陽中学校の生徒ボランティアとＰＴＡ

や地域住民、商工会、文化協会さん等を組織化しまして、計画的な事業の実施ができまし

た。盆踊りや事前準備を通して、学校教育と連動した備前四ツ拍子という地域文化の継承

や学年の異なる生徒同士のコミュニティーづくり、また地域の大人たちが持つ多様な経験

や技術を学ぶ場となりまして、青尐年の健全育成にもつながったと感じております。会場

には、昨年以上の来場者がございました。長時間にわたって、引換券販売所や各屋台で行

列が連なって、早い段階で売り切れが続出するなど、次年度以降の運営に課題も残りまし

たが、地域関係者の中から事業への協力の申し入れをいただくなど、盆踊りという伝統事

業が活力ある地域づくりの機会となるよう、今後も働きかけていきたいと考えておりま

す。 

 中央公民館からは以上でございます。 
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○久山所長 失礼します。給食センター、久山です。 

 それでは引き続きまして、（１３）学校給食業務の運営体制の検討についての進捗状況

のほうを報告をさせていただきます。 

 学校給食業務の適正な運営体制について、特に調理体制になりますが、検討を重ね、安

全・安心で質の高いおいしい給食を安定的に学校・園へ提供することを目的としておりま

す。 

 進捗状況につきましては、総務文教常任委員会を中心に給食業務の中でも特に調理、配

送、回送、洗浄、清掃等の業務について、安全・安心な給食を提供することが第一であり

ますが、また業務の効率化も必要であるというあたりの説明を行ってまいりました。 

 ４月には、民間の活力を導入している津山市立戸島学校食育センター及び岡山市上道学

校給食センターの視察を行い、赤磐市での直営の運営方法と民間の活力を導入してるセン

ターとを比較しながら検討を進めました。７月には、進捗状況等を校園長会、また学校給

食共同調理場運営会において説明いたしました。昨日は、議会全員協議会におきまして、

進捗状況を資料により説明をいたしまして、また今後ご意見をいただくこととしておりま

す。また、今後ＰＴＡ代表の運営委員さんのあたりの幅を広げまして、視察や保護者への

説明等を行いまして、さらに検討を進めたいと考えております。 

 説明のほうは以上でございます。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 盛りだくさんです。ここで今説明のあったことについて、ご意見をお聞かせいただきた

いとは思うんですけど、何分にも盛りだくさんでございますので、すぐどうこうというこ

とにならないかもしれません。思いつくところからお尋ねいただければと思っております

が、いかがでしょう。 

 はい。 

○山本委員 教育委員の山本です。 

 学校にエアコンをつけていただけるということで、大変ありがたいんですけども、聞く

ところによると、何か学校の予算が余りなくて、エアコンをずうっとつけっ放しにしてる

と、電気代が足らなくなって使えなくなるといったことも生じてるということを聞いたこ

ともあるんですけど、そういうふうにならないように予算をしっかりつけていただければ

と思いました。 

 以上です。 
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○友實市長 事務局から、何かありますか。 

○安本課長 教育総務課の安本です。 

 委員さんからご意見いただきました。本年度につきましても、９月以降のエアコン使用

の分につきましては、例年より上乗せをさせていただいて予算化をさせていただいており

ます。 

 また、来年度の予算につきましても、今年度と同じく設置して、使用月数を勘案して予

算化をさせていただきたいと要望のほうをさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○友實市長 え、以上。電気代がエアコンをつけることで増えるっていうのは、もうつけ

る前からわかっていました。つけるんだから、増えるのは当たり前だという世界でとどま

っては我々市民の信頼を得るためにはさらなる工夫が必要ということで、実は電力自由化

というのが世の中大きな流れがありまして、学校現場の電気代をこの自由化に伴って入札

をしました。それによって、年間数百万円の、もっとか、何％ぐらい。 

○藤井教育次長 １０％から１５％程度下がっております。 

○友實市長 電気代を下げることに成功しております。その間に、エアコンの電気代はお

さまってくるんじゃないかなと思っております。ですので、エアコンをつけることによっ

て、新たな市民負担というのは最小限度にするということを教育委員会、それから市長部

局、あわせてやらせていただいております。だからといって、もう暑くもないのにじゃか

じゃか使っていいよという話ではありません。そこは節度のある使い方を現場でしっかり

指導してまいりたいと思います。いいご意見をいただきまして、ありがとうございます。 

 ほかには。 

 実は、この資料、盛りだくさんで、先ほども言いました。この資料、正直言っていい出

来だと思っていまして、文字が多いんで読みにくいかもしれません。私としては、この資

料を今の赤磐の教育行政をもう結集した資料をつくってもらっていると思っています。

私、これを鞄に入れて持って歩いています。それだけ自信も持っていますし、これを皆さ

んにも同じように赤磐市の誇りとして思っていただければありがたいなあという思いを持

っています。そういう意味もあって、ご意見どうでしょう。 

 はい。 

○山本委員 不登校の対策で、不登校をなるべく無くしていく方向で頑張っているという

のは当然のことなんですけども、幾ら頑張っても不登校のままで学校に行けない子という
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のはいるわけなんで、学校にいけない子をどうやっていけないままでも学力をつけさせて

いくという対策をどこかに盛り込んでいただきたいなと、教育委員会の仕事なんでしょう

けども、思いました。 

○友實市長 そうですね。ちょっと教育委員会からの答えの前に私から、これは教育現場

だけの問題じゃなくって、もっと幼いとき、幼尐期からの課題があろうかと思うんです。

すなわち、一概には言えないかもしれないですけども、不登校の根本的な要因の中に、発

達障がいが潜んでいたりするケースが多いんです。ですから、そういった子どもたちの親

御さんに、もっともっと敷居を低くして相談をできる窓口をつくり、その相談をすること

によって後に３年、４年後に大きい問題が噴出することを事前に防ぐということを昨年か

ら始めさせてもらっています。これによって、まだまだそれが数字にあらわれる効果には

なってないんですけども、子どもの相談、それから障がい者の相談ということで、子ども

の相談が年間２５０件程度、それから障がい関係の相談が年間１２００、３００、合わせ

て１，５００超の件数が寄せられています。赤磐市４万５，０００人の人口規模からする

と、とても多い相談件数が来ているということです。これが後に小学生、中学生になった

ときに、もしかしたらいい結果を出してくるんじゃないかなあと思っています。そういっ

たことを根っこの部分から手を入れていくということが今第一歩、第二歩が進んできてい

るということをご理解いただければと思います。 

 何かほかにあれば。 

 はい、どうぞ。 

○松井課長 学校教育課、松井です。 

 ありがとうございました。本当に不登校の課題というのは、大きいものだというふうに

捉えておりますし、また市の教育委員会としてということではありませんが、学校では当

然それぞれの家庭訪問をしたり、それから担任だけではなくて、いろんな者がかかわりを

しながら尐し家庭で勉強するような、そういうことも当然しておりますし、何らかのつな

がりを持ってやっているところではあります。また、適忚指導教室に通室ができるように

なると、そこで集団の活動でありますとか、学習活動を通して尐しずつ学力をつけていく

ということもしている子どもたちもいます。また、初期段階ということで、学校相談員が

教育委員会の事務局におりますけれども、個々の家庭のほうへ入りまして、しっかりと保

護者とつながったり、子どもとつながって、まずは相談から始めるんですが、その中から

尐し勉強をやってみようかという形で尐し勉強を見ながら、今度は学校につなげていく
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と、そういうふうな地道な取り組みもしているところでございます。おっしゃっていただ

いたものとは、尐し異なることかもしれませんけれども、何らかそういうところからでき

ることを探っていきたいと思っております。ありがとうございます。 

○友實市長 よろしいですか。 

○山本委員 はい。ありがとうございました。 

○友實市長 では、ほかに何かご意見があれば。 

 よろしかったら、ちょっと私のほうから、教育委員会から補足説明してもらいます。そ

の間に、また考えていただけたらと思うんですけど、実は資料の３ページ目の（１）、

（２）、（３）番、文字に書いてしまうと、こういったものなんですけども、これらに対

してはちょっとストーリーがあります。この辺をちょっと教育委員会のほうから補足説明

していただいて、我々がどういう汗をかいてこういった事業が遂行できているか、そこを

尐し教育委員の皆さんにご理解いただきたいなあと思っています。教育次長のほうから、

今までの赤磐市と文部科学省、本省とのやりとり、その概要、自分たちがかいた汗を紹介

してください。 

○藤井教育次長 教育環境の整備ということで、ＩＣＴ機器の整備でありますとか空調設

備、学校改修、これにつきましては現在市内小・中学校１７校、また幼稚園６園ありまし

て、それぞれ老朽化が進んでおりまして、改修するには多額の費用が発生しております。

赤磐市の財政状況を見ましても、単純に市の一般財源を活用して整備するわけにいきませ

ん。やはり、国の有効な財源を活用いたしまして、整備をしていくことが必要だというこ

とで思っております。それにつきまして、これまで国、県に対して要望をしてまいりまし

たけれども、市長を初め、教育長とともに国のほうへ出向いてまいりまして、何とか財源

をもらえないかということで赤磐市の実情を申し上げまして、例えば今年の１月に上京い

たしまして、国のほうからこういう赤磐市の状況を説明いたしましたところ、通常であり

ますと、本当に行かないとこういう話はないんですけれども、是非こういう国の事業があ

るんでやらないかというお話をいただきまして、要望書を提出したところ、トイレの改修

でありますとか、非構造部材の耐震化等につきまして、補正予算等で国の交付金をもらえ

るようになったということでございまして、今後も施設整備、多数計画しておりますけれ

ども、国のほうへ要望して有効な財源を活用して順次整備をしていきたいというふうに思

っております。 

 以上でございます。 
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○友實市長 もうちょっとわかりやすく言えば、文科省の霞ヶ関へ出向いていって、その

担当の課長さんに赤磐の実情ということで私が申し上げたのが、一つ事例をとって物を言

いました。それは、今から２年前に学校で地産地消の関係なんですけども、農業をされて

る生産者を学校現場に来てもらって、具体的には笹岡小学校へ行ったんですけども、給食

を子どもたちと生産者が交流しながら一緒に食べようという会をやりました。そのとき

に、私もランチルームで当時小学校５年生の子と一緒に給食を食べたわけなんです。その

ときに、隣にいた女の子が私に話しかけてくれまして、そのときに笹岡小学校は全校生徒

が２９人だったんです、そのときに。全校の子どもが一つの部屋で給食を食べられます。

そういう小規模校なので、その子が言ったのが市長さん、同じ赤磐市内でもっともっとた

くさん友達のいる学校もあるんでしょというふうに言われて、その子がさみしそうに言い

ました。私のほうから、そんなことを、確かにそういう大きな学校もあるけど、笹岡小学

校もとってもいい学校なんで、好きでしょって言ったら、一呼吸置いてうんと言われたん

です。そのときのことがとても印象に残っていて、これを何とかたくさんいる大規模校の

空気を味わわせてやりたい、あるいは逆に大規模校が小規模校で子どもたちが仲よくして

いる姿を見せてやりたい、感じさせてやりたい、これを実現するには生身の体の交流とい

うのは年間通じてそう何度も何度もできるもんじゃありません、授業がありますんで。そ

れを克服するのに、ＩＣＴ機器を使って日常の交流を図っていくことがもしかしたらでき

るんじゃないかという発想を持ちました。それを文部科学省の施設整備課長に私のほうが

プレゼンしたわけなんですけども、それがすごく印象に残って、赤磐市長あるいは赤磐市

の教育長がわざわざ霞ヶ関で思いを述べられたということで、是非協力したいということ

で、このＩＣＴ機器整備事業というのがお声かけいただいて、たしか先月豪雨の直後だっ

たと思うんですけども、文部科学省の課長補佐あるいはＩＣＴ教育の全国組織の大学の先

生４人の方々が岡山へ来ていただきまして、このモデルとなっている小規模校ですけど、

視察をしていただきました。金額的には、これだけの金額ではございますけども、国の実

証実験、研究ということがここに灯がともったということで、国の力強い支援がいただけ

ているということをちょっとご理解いただいて、これからもこれが成功するように協力い

ただけたらなあと思います。 

 ということで、この一連でほかの項目でもよろしいんで、ご意見とかありますか。 

 日名委員、どうでしょう。 

○日名委員 失礼します。 
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 本当にいろいろな市長さんや市の方のおかげで、今の状況が整ってきてることは本当に

ありがたく思います。 

 もう一つ、全然ちょっと話が変わるのですが、トイレの洋式化ということで、それも本

当に大切なことだなあと思います。このたびもですけど、避難所として学校が使われると

いうこともありましたので、私が聞くところによると、何かはっきりはしてないんですけ

ど、指定避難場所であったら、例えば緊急防災・減災事業債というのが使えて、洋式トイ

レにもお金が出るというふうなことをお聞きして、それを今度使わせていただいて赤磐市

の小学校もいろいろ洋式化のトイレのお金になればいいなと思いました。 

○友實市長 とてもいい質問だと思います。答弁はできますか。 

○安本課長 教育総務課の安本でございます。 

 ご意見いただきましてありがとうございます。今現在、委員さんもご承知だと思います

が、教育委員会のほうでもトイレの洋式化につきましては計画的に事業が進められるよう

にトイレの改修計画というものを策定中でございます。そういった中でも、早くトイレの

洋式化が進めていけたらと考えております。今、ご意見いただきましたように、災害時の

避難場所になった場合には、本当に利用される方、いろんな方がおられると思います。和

式トイレが利用しづらい方もおられたり、また学校の生徒さんの中にも現在家庭では洋式

化のほうが大変進んでおります。そういった意味でも、なかなか和式トイレが使われなく

なりつつございますので、我々といたしましても、起債等を活用しながら、できるだけ早

く学校の洋式化を進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○友實市長 防災・減災事業債の充当については研究しているんですか。 

○安本課長 はい。全体的な計画の中で、今現在事業のほうを考えております。そういっ

た中では、合併特例債の活用を今第一に考えておりまして、その中で例えば採択要件とか

の関係で活用できない場合には、防災・減災事業債のほうを活用していきたいと思ってお

ります。その合併特例債の活用を第一というのは、借入額、返済時の交付金算入等で財源

として有利なことがありますので、そちらのほうをまず第一に考えておるということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○友實市長 済いません。ちょっと対向することを言いますが、財源措置は同じのはずで

す、合併特例債と防災・減災事業債。で、合併特例債は上限が定められていて枠がありま
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す。ですので、合併特例債を第一にというのはちょっと疑問がありますんで、そこは財源

措置が一緒なら防災・減災事業債を先に使って、後を特例債という方針が正しいんじゃな

いのかなあと思います。これは、答えはいいです。また勉強して、うまく使うようにしま

しょう。お願いします。ありがとうございます。 

 ほかには。 

 平松委員、どうでしょう。 

○平松委員 教育委員の平松です。失礼します。 

 今年は大変な猛暑で、プールの授業ができにくいとかいうことがあって、県外ではあり

ますけど、夏休み前に１年生の児童の子が熱中症で亡くなるようなことも発生していま

す。赤磐市では、ありがたいことに今年度からエアコンの設置が進んでいるんですけど、

来年度も同じようなもし猛暑が発生したときに、まだ全教室にはエアコンができてない状

況にありますので、国の動きでもエアコンをつけましょうという動きになってきておりま

すし、来年の夏にできれば間に合うように残りの教室もエアコンの設置が進んでいただけ

ると、親としては大変ありがたいと思っております。子どもたちが涼しいエアコンのある

環境の中で勉強したり、体に負担のないような授業が受けれるようにしていただけるとあ

りがたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○友實市長 ありがとうございます。もう全く私も同感です。事務局、どうです。 

○安本課長 教育総務課の安本です。 

 ご意見ありがとうございます。教育委員会といたしましても、国の交付金、また起債等

を活用いたしまして、早急に設置ができるように対策をしてまいりたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○友實市長 来年の夏に小学校低学年のエアコン整備をしようと思ったら、どうしても長

期休暇いうんですかね、夏休みとかの期間を活用できなくなるんで、例えばゴールデンウ

イークとか土日とか、あるいは夕方の短い時間を活用しての工事進行が実現しないといけ

ない。そのためには、学校現場が協力してくれるということが不可欠だと思うんですよ。

ですんで、教育委員会がやるやるといっても、学校現場、先生方がその気になって協力し

てくれないと実現しないことになります。そのあたりの思いを現場の先生方と共有してい

ただきたいなあと思います。そして、今の来年の６月には全クラスがエアコン稼働すると

いう環境を整えてほしいなと思いますんで、よろしくお願いします。ありがとうございま

す。 
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 大﨑委員、いかがでしょう。 

○大﨑委員 大﨑です。 

 先ほど市長さんが言われましたＩＣＴを活用した交流というようなことで、本市でも笹

岡小学校、仁美小学校、人数の尐ない学校でありまして、今でも両校で交流していろいろ

一緒に遊んだり、勉強したりというのがあると思います。事業概要のほうに、尐人数学級

と多人数学級の学校でというのが書かれていますので、笹岡小、仁美小学校、それぞれ大

きな学校とＩＣＴを活用した交流をするというような計画が進んでいるのでしょうか。相

手校はもう決まっているんですか。 

○友實市長 はい、どうぞ。 

○安本課長 教育総務課の安本です。 

 現在、内々的には打診をしております。今の大規模校のことでございますが、事務局の

ほうではそちらの対忚校については、こちらのほうから要請をさせていただいておりまし

て、現在実証授業について進めるべく、準備のほうを進めている状況でございます。 

○大﨑委員 当然、笹岡小学校と仁美小学校の間もできるんですわね。多分、日ごろ一緒

に活動しているいうことは、ＩＣＴを使ってもスムーズにふだんの授業からできるという

ふうには思います。私も尐人数の学校へ勤めていたんですけど、やっぱり小さい学校の子

はたくさんの子どもと会ったときに、物すごく最初はびびりますので、そういったような

前段階が必要かなというふうに感じました。 

 以上です。 

○友實市長 そうですよね。相手校はまだ学校名は決まってはないんですか。 

○安本課長 学校については、山陽小学校を考えております。それから今、大﨑委員さん

のほうから言われました小規模校、笹岡と仁美小についても、それぞれ直接交流ができる

ように事業のほうを進めていきたいと考えております。 

○友實市長 ということだそうですんで、よろしいでしょうか。 

○大﨑委員 はい。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 思いがたくさんあります。教育長、内田さん、どうでしょう。 

○内田教育長 ご意見ありがとうございます。子どもたちのために、よりよくなるように

事業を進める。あわせて、やはり学校現場、それから市民の皆様のご理解、ご協力、これ

も必要かと思います。多くはというか、ほとんどすべてが税金を活用させていただくわけ
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でございますので、これが有効に効率的に、そしてどのような財源が確保できるかという

ことを検討しながら、また文科省、忚援してくださる可能性の高いところには足しげく出

向いて、また相談に乗っていただけるような体制を整えて、一つずつ着実に事を前に進め

ていきたいと考えておりますので、これからもいろいろなご意見をよろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 いかがでしょう。ほかにご意見どうでしょう。次へ進めていこうかなと思っているんで

すけど、よろしいですか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 ありがとうございます。 

 それじゃあ、次の項目として意見交換に移っていきたいと思います。 

 これについて、学力向上の取り組みが１番目に上げられておりますが、事務局のほう、

報告することがありましたらお願いします。 

○松井課長 失礼いたします。学校教育課、松井です。 

 済みません、それでは資料の１５ページをお開きください。 

 先ほど、教育に関する大綱に基づく平成３０年度の主要事業進捗状況の報告として、学

力向上対策事業及び学力状況調査の結果等については説明をさせていただきましたので、

私のほうからは別の観点から、学力向上についてご説明をさせていただきたいと考えてお

ります。 

 こちらの資料なのですが、報道等でもご承知のことと思いますが、学習指導要領の改訂

が国によって行われて、今後１０年間の目指す方向性について示されました。学習指導要

領とは、教育基本法でありますとか、学校教育法に示された目標の達成のために教育課程

の基準を大綱的に定めたものでございます。１０年に１度改訂されて、時代や社会のニー

ズを踏まえた内容となっております。教職員が子どもたちへの指導を考えたときのそのベ

ースになるものだと、法で定められたものではありませんが、そういったものだというふ

うにお考えいただけたらと思います。この新しい考え方のもと、これまでの教育の流れを

維持しながら、新しいものも取り入れていく必要があり、教職員は現在研修を受けるなど

しながら対忚に努めているところでございます。 

 １６ページ、１７ページのほうをごらんください。 
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 今日は、この４番の教育内容の主な改善事項のところについて、尐し説明をさせていた

だこうと思いますが、この中でも特に大きな改訂、言いかえれば新たな取り組みや対忚の

必要な事項として、３つほど尐しお話をさせていただこうと思いますが、１６ページで言

いますと、下から３つ目です。道徳教育の充実、それから一番下、外国語教育の充実、そ

れから１７ページのほうのその他の重要事項の中の下から３つ目、情報活用能力というと

ころでございます。 

 道徳教育は、そこにありますように、特別教科化されました。そして、教科化されたと

いうことですので、教科書の採択等も行われました。道徳の特別教科化は小学校は本年度

から、中学校が来年度というふうに学習指導要領の実施が小学校では３２年度からという

ことになっておりますが、それよりも前倒しをされております。この教科化で何が一番学

校の中で大きな変化かといいますと、先ほど申し上げたように、これまでは教科書がなか

ったものが教科書に沿って授業を進めていくということ、また教科化ということでござい

ますので、評価をしていくということ、そのあたりについて、これまでやってきていなか

ったものに新しく取り組んでいかなければならないということでございます。 

 また、次の外国語教育の充実のところなんですが、小学校において、これまで実施をし

ていなかった中学年、３、４年生ですが、これが年間で３５時間の外国語活動をすること

になります。また、５、６年では昨年度まで外国語活動を行っておりましたが、これが外

国語科の導入となり、年間７０時間の授業が導入をされてまいります。外国語活動と外国

語科の違いというのは、先ほどと同じで教科として取り扱うかどうかということでござい

ます。また、外国語教育充実のために中学年以上は週当たり１時間授業時数が増えます

が、他の教科の授業が減るわけではないので、単純に授業時間が増加することになりま

す。また、今年度、来年度は移行措置期間ということで、本格実施に向けて、先ほどご説

明した３、４年生で３５時間、５、６年生で７０時間というものに向けた準備ということ

で、小学校の中学年では１５時間、高学年では５０時間の授業を行うことになっており、

その２年間の移行期間の教育課程の編成というのもいろいろと工夫をしながら行っている

ところでございます。また、ここには書いてはないんですけれども、こういった流れを受

けて、中学校では平成３１年度から全国学力調査に英語が入ってくるという予定でござい

ます。 

 最後に、１７ページ、情報活用能力、その中のプログラミング教育を含むということで

出ておりますけれども、コンピューター等を活用した学習活動の充実というのが求められ
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ております。先ほども申し上げましたが、外国語科の外国語教育のほうも、小学校で学ぶ

単語の数が圧倒的に増えるということで、そういうコンピューター等を活用した授業での

対忚というのを強く求められているところでございます。そのための基盤整備として、国

からは３クラスに１クラスの割合で全児童・生徒用のタブレットを整備するように示され

るようなことがございます。さまざまな教科での活用はもちろんなんですけれども、新し

くプログラミング的思考を育成するということでのプログラミング教育を行っていかなけ

ればいけないということで、教育環境の早急な整備も必要となっております。そして、新

しく行われるプログラミング教育というのは、我々誰も教員は受けてきておりませんの

で、そういったものについてもの対忚を求められているということで、かなりたくさんの

新しいことに向けての準備が必要な時期ということで、今ちょうど教育の潮目といったよ

うな時期に差しかかっているということでございます。学力向上というふうに一口に言い

ますけれども、さまざまな学力の捉えが必要となっている現状であり、教育委員会として

も、学校とともに今後対忚について検討をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○友實市長 よろしいですか、説明は。 

○松井課長 はい。 

○友實市長 それでは、ちょっと広範囲にわたるんですけども、この学力向上の取り組み

について意見交換をしていきたいと思います。なかなか捉えどころが難しいんですけど

も、どうでしょうか。ご意見があればお願いいたします。 

 大﨑委員は、現場の経験が長いので。 

○大﨑委員 大﨑です。 

 まず、一番心配なのが、外国語が教科になってきて、今は試行期間ということで時間数

は短いですけれども、これが７０時間全部入ってきたときに月曜日から金曜日までの子ど

もたちの時間割りがどうなるのかなあと。私も育成員で回ったりしている関係で、何か

年々子どもたちの下校時間が遅くなって、１年生まで６時間まで授業をしないといけない

なというような日もちょこちょこ目についてきます。また、それに向けてもやっぱりいろ

いろ土曜授業がとか、先ほどエアコンで涼しくなるとかいうたりすると、夏休みにちょっ

と授業をしてみようかというようなところもあるように聞いておりますので、そういった

工夫も必要かなと。 

 それから、情報活用能力の辺りですけれども、我々がいたころに比べると、何か随分進
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んできているなあと。私ら、例えばスマホなんかでも、子どもたちのほうがよく知ってい

て、使い方を、私たちはメールを送るぐらいまでしか使えないと、そういった中で、例え

ば今日もプログラミング的思考の育成というようなことが出ておりますけれども、プログ

ラミング教育というのをもう尐し説明してくださったら、どういうことを子どもたちに教

えていくのかなということが理解できると思いますので、お願いいたします。 

○友實市長 よろしいですか。お願いします。 

○松井課長 学校教育課、松井です。 

 ありがとうございます。まず、外国語教育の授業数の増加ということなんですけれど

も、本当に学校のほうも時間増の対忚ということで大変苦心をしております。国から示さ

れた時間の確保の方法というものの中では、例えば朝の１時間目が始まる前の時間を、例

えば１５分、１５分、１５分というのを３日とって、それを帯のようにして、そうすると

４５分になりますので、それを１時間というふうに授業時数と捉えて、そういった学習が

適したようなものを取り入れていくような方法も考えながら柔軟に対忚するというような

ことを示されておりますが、実際なかなかそういった、今は試行段階ですので、いろいろ

なやり方をしながら、学校のほうで工夫をしながら、その成果について、それから課題に

ついてまた共有をしていかなければならないと考えております。 

 ただやはり、新しいものは加わりますが、なかなかこれまでやってきたことを減らさな

いという国のほうの方針もございますので、そういう中で何をやっていかなければいけな

いのかというのは本当にしっかりと現場の声を聞きながら考えていかなければいけないも

のだというふうに強く思っております。 

 それから、プログラミング教育ということについてのご質問だったと思います。私もう

まく説明できるかどうかわからないんですけれども、最近本当にいろんなものにコンピュ

ーターが組み込まれていて、そういったものに上手に指示を出していくでありますとか、

そういううまく機械を使っていく、そういったところの論理的な思考力を育てるのがプロ

グラミング教育であるというふうにいわれています。この間、尐し研修に出させていただ

いたときに、ロボット型のものでロボホンという、こういうロボット型のこんなものがあ

るんですけれども、これはもうコンピューターにつないでなければ、もうただの本当に外

に置いてある置物の人形のようなものなんですけれども、これに課題を与えていって、こ

ういうふうに動きなさいというふうな指示を与えることによって、指示されたとおりに動

くんですけれども、その課題に沿った動きができるかどうかっていうのを自分で実際に指
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示を与えてみて動かしてみて、あれ思っているのと違うなと、思うように動かすためには

どういうふうにしていけばいいのかなあというようなことを考えて、順序立てて今後のこ

とを考えていくというのをこういったものを使いながらやっていくというようなものだと

いうふうに理解をしております。 

 ちょっと十分な説明ではないんですけれども、以上です。 

○友實市長 よろしいでしょうか。 

○大﨑委員 昔、子どもたちにお絵描きじゃないけど、教えていたものが大分高度になっ

てきているというのがちょっとありますね。ありがとうございます。 

○友實市長 なるほど。 

 いかがでしょうか。 

 山本委員。 

○山本委員 学校で教えることが非常にたくさん増えてきて、学校の現場は大変だなとい

うふうに思ったのと、学力向上の前に教える力というか、研修をしっかりしてきちんと新

しいことを教えていける教員の方を育成しないとというか、頑張っていただかないと、な

かなか教え方が余りうまくない人に教えてもらっても、なかなか能率が上がらないと思う

んで、そこは教員の研修というか、その辺を頑張っていただきたいなと思いました。 

○友實市長 答えができれば、何か。 

○松井課長 ありがとうございます。本当に、教員が研修をして教える力を身につけなけ

れば、学力向上は図れないというふうに強く感じているところであります。当然、市独自

での研修ももちろんしていきますが、十分ではないと思っておりますので、県が主催する

ような研修会等もたくさんこういった新しいものに対忚するようなものもしておりますの

で、そういったところもしっかりと活用しながら身につけていかなければいけないかなと

思っております。 

 また、ただこういうふうに言葉で見ていくと、大変新しい分野のものは当然勉強しない

といけないんですけれども、やはり授業を構成するものというのは基本的に大きく変わる

ものではないというふうにも思っておりまして、どうしても潮目のときというのは、言葉

で踊らされて学校のほうが右往左往してしまうこともありますので、目指しているのはや

はり子どもたちに着実に力をつけていくことであるというようなことについて、８月３０

日に文部科学省のほうから先生をお迎えして講演会を開く予定にしておりますので、そう

いったところもしっかりと教職員で共有をしていきたいというふうに考えております。 
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○友實市長 よろしいでしょうか。 

 日名委員、いかがですか。 

○日名委員 失礼します。 

 本当に、今お話を聞かせていただいていて、新しいものがどんどん入ってくるのに、し

かし今までのものも減らしてはいけないということで、もうどれだけ教職員の先生方は大

変なことかなあというのをすごく感じました。私の今一番下の娘が今年中学校を卒業した

んです。上の娘が小学校に入学したのが平成１４年で、今平成３０年ですから、ずっとこ

う義務教育でお世話になってきたんですけど、本当に学校で期待されていることとか望ま

れてることがすごく要求されてることがすごく増えてきてて、でもそれにすごく学校の先

生方が忚えてくださって、授業の内容ですとか、教え方ですとか、本当にもう随分変わっ

てきてというか、どんどんいろんな改良を加えてくださって、どんな子どもにも力がつく

ようにというような感じで、もう本当にいろんな手だてを小さいステップでいっぱいいっ

ぱい考えてくださってできるように、もう本当にすごい工夫をしてくださっています。そ

の上に、また外国語教育あるいは情報活用能力をつけていくような教育、道徳が教科化さ

れるとか、本当にすっごく大変になってくるんですよね。先生方の教えるためにはすごく

研修もしないといけないし、それに向けての準備もあるし、いや本当大変だなあと思いま

す。もちろん、それが先生方のお仕事であるといったらそれまでなんですけれども、です

からできれば市費でつけていただける分だったら、外国語の専門の先生を市費で入れてい

ただくですとか、情報教育に関しましても、今の小学校の現場の先生方も勉強されていま

すけど、やはり市費で専門の先生をつけていただくというふうなことをしていただけると

ありがたいなと思います。 

 済みません、以上です。 

○友實市長 どうでしょう。 

○松井課長 学校の大変さというのを大変委員さんに理解していただいて、先生方もまた

頑張れるのかなというふうに思いながら、お話を聞かせていただきました。教員の任用に

ついてというご提案もいただいて、もう本当にありがたいことだなというふうに思いまし

たが、人を任用するということについてはものすごく予算もかかることでもあります。そ

れから、最終的には今の過渡期にはそういった措置というのも考えてはいかないといけな

いというか、考慮にはしていかないといけないことだというふうには考えていますけれど

も、最終的にはやっぱりそれぞれの先生方が、指導ができるようになることが目標であり
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ますので、やはりある程度の質の高いものを維持しながら、先生方をそこに近づけていく

ための過渡期の段階としては、今ご提案いただいたようなことも検討できればありがたい

なというふうには思ったところです。ありがとうございます。 

○友實市長 ＡＬＴ増員なんかも考えているんじゃないんですかね、英語で言うと。 

○安本課長 失礼します。教育総務課の安本です。 

 ＡＬＴの先生のことにつきまして、尐し説明のほうをさせていただきます。 

 今、英語の授業のほうの活用で、指導員というようなお話をいただきました。現在、学

校のほうにＡＬＴを配置しております。本年度は８名、昨年度６名、その前は５名という

ことで、この英語の教科化に向けてＡＬＴのほうを増員しております。今後、正規の授業

化になったときに、ＡＬＴの配置をどこまで実際にするかについても現在検討中でござい

まして、先生方の授業の展開にＡＬＴがうまく活用できて、そして生徒の皆さんに生の英

語が聞いていただけるような体制を進めていきたいと検討を今しているところでございま

す。 

 以上です。 

○友實市長 よろしいでしょうか。 

 引き続き、平松委員、お願いします。 

○平松委員 今、この話を聞かせていただいて、本当に増えていくものがとても多く、道

徳も教科化で外国語もすごく高学年で７０時間とか、プログラミングも新しくするとかい

うようなになると、本当に時間数もですけど、先生方が教えていくことが増えていくって

いうことに不安があったり、今相反することで働き方改革とかいわれていますので、尐な

い時間ていうか、いっぱいの時間なんですけど、本当に工夫して教えていくことが必要に

なると思います。子どもたちも、本当にこれだけの授業数をこなしていって、今までの国

語や算数、数学なども同じように学んでいくので、とても学ぶことが多くて、子どもたち

の心の余裕とか、そういう面でもどうなのかなっていう不安もあります。先生方が安心し

て教えていただくことが必要だと思いますので、先生方の不安要素がたくさんあると、子

どもにも伝わってしまいますので、いろんな新しい取り組みの前には先生方にいろんなこ

とを学んでいただいて、もうとてもご苦労があるとは思うんですが、子どもたちの安心に

つながるようにいろんな工夫をして、市の方針や県の方針で先生方が安心して教えれるよ

うな工夫をしていただきたいと思います。 

○友實市長 ありがとうございます。どうでしょう、何かコメントがあれば。 
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○松井課長 ありがとうございます。 

 先ほど、研修等のことも出たと思うんですけれども、お一人お一人が準備をしていただ

くこともありますが、全体のやはり流れでありますとか、どういうことを押さえていかな

ければいけないかというようなことについての具体の研修というのは当然やっていかなけ

ればいけないと思っていますので、今いただいたことをもとに、また検討してまいりま

す。ありがとうございます。 

○友實市長 教育長に総括していただこうとか思うんですけど、その前にちょっと私から

意見を言わせていただいていいでしょうか。 

 私も常日ごろ、教育委員会のほうとは話をする中で、学校現場は本当に大変なんです。

国からあるいは県から、こういうことをやりなさいとモデル事業が何だいうて、たくさん

仕事が降ってきています。学校の先生方は、もう本当子どもたちを目の前にして、いろん

な仕事をそれぞれ先生なりに整理しながら業務に当たっておりますけども、これが過度の

業務になっていると言わざるを得ない。そういう中で、英語が始まったり、また市が学力

向上プロジェクトだとかいって新しい仕事が降ってくるという惨状も聞いております。そ

ういう中で、僕もいつも言っているのが、長年続いてきている事務事業の中で、もう効果

を出さないもの、あるいは負担だけで効果の比率でいうと効果が薄いもの、そういったも

のがたくさんあろうかと思います。そういうものを整理するためには、行政の中でよくや

られるのが事業仕分けという手法があるんですけども、これは事務事業すべてを一旦棚卸

しして、一つずつ事務事業を見直して、これは要るか要らんか、必要かどうか、効果はど

うかというのを１件ずつ審査して、効果のないもの、労力の割に効果のないものは廃止す

ると、勇気を持って廃止すると。そして、また新たに棚に積み上げて、廃止した事業があ

るからすき間ができます。そのすき間を新しい事務事業をはめ込んでいくという作業をす

れば、スリム化するんですけども、これをやろうと思ったら全事務事業を対象にやらない

といけない。その労力たるや、すさまじいものが必要になります。ですんで、これを果た

して指示していいのかどうか、その労力の大きさから私は何年も前からこの辺まで言葉は

出るんですけど、のみ込んでいる、そういう状況が生じています。本当に、これをどうし

ていくのか、このための労力を膨大な能力を投じていくっていうのも現場の先生方にこれ

以上負担をかけるのも心が痛い。ジレンマであります。 

 それから、小学校で英語の授業が始まっていきます。これは、大きい社会的な傾向とし

ては、もう赤磐市も受け入れて、どうせやるんなら全国のトップリーダーになるぐらいの
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思いを持ってやるべきだなというふうに思います。だけども、英語教育について、一つ私

の経験、拙い経験を申し上げます。もう今から１５年ぐらい前になるんですけども、国際

協力事業団の関係で、フィリピンに短い期間ですけど行ったことがあるんですけども、フ

ィリピンはタガログ語が母国語で、多くの人がタガログ語で会話していますけども、反

面、英語はネイティブです。もうほとんどの方が英語はネイティブレベルで話すことがで

きます。日本と何が違うのかっていう疑問はみんな思われていると思うんですけども、そ

れの一つのヒントがあったのが、フィリピンの地方都市のちっちゃい小学校へ私、環境衛

生の専門家として行って、トイレをつくるというプロジェクトに携わって小学校へ行った

んです。ちょうどそのときに、小学校でたしか３年生ぐらいの英語の授業をやってて、そ

の授業を見させていただいて、後ろのほうから見たら、教科書もこうやって見たら、日本

のもう初歩的な教科書と一緒です。ａ ｄｏｇとかａ ｃａｔとかそういったことをみん

なで発音している授業です。なのに、この子たちが大きくなったときにネイティブになっ

てる。何の違いがあるのか、そのときはわからなかったんです。でも、廊下を出て廊下を

見たときに、はっと気づいたんですけど、廊下に紙が張ってあるんです。その紙が読んだ

らＤｏｎ’ｔ ｒｕｎとなっているんです。その下に、現地語のタガログ語で同じ意味の

ことだと思うんですけど、書いているんです。つまり、学校も含めて英語を教育としてで

はなくって、生活の中に英語がもうしみ込んでいるんですね。そういう生活を日々するこ

とによって、その子たちが成長したときにもう英語がネイティブになってる。この日本と

の大きな違いをまともに見てしまったという気がします。だから、英語教育といいますけ

ど、教育としての学問としての英語と生活のツールとしての英語、こういった違いが大き

いもんがあるんで、もうちょっと教育としてという部分よりも、特に小学校、中学校ぐら

いは生活に英語がしみ込んでいくというような、学校だけじゃありませんけども、そうい

う展開ができたらいいのになあとそのときに強く思いました。具体的にどうこうという話

じゃないですけども、生活にしみ込んでいくっていうのは身につくところが大きい。学校

現場では、そういったことが展開できんかなあと、廊下に走るなと書く前にＤｏｎ’ｔ 

ｒｕｎと書くだけで、姿勢、方向性が出てくると思う。そういう先生に負担をかけるだけ

じゃなくって、子どもに空気を吹き込むということを努めていただけりゃあなと思いまし

た。要らないことかもしれませんが、そういったことを私の意見として述べさせていただ

いて、教育長に総括していただいたらと思います。 

○内田教育長 たくさん貴重なご意見ありがとうございました。 
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 何度か１０年ごとの改訂を機に新たなものが導入されてきました。そのたびに、過渡期

に導入されたものに対しては、学校の先生方はそれぞれに試行錯誤でちょっと緊張しなが

ら取り組んだものです。ただ、本当に大きく考えたら、これがこれから生きていく子ども

たちに必要な力なんだと、これが今子どもたちにつけたい学力なんだというふうに捉え

て、私たち現場にいたときには何とかそれをクリアして取り組んできたものです。例えば

道徳、これが評価になると、どういうような評価ができるのかなあ、これがクリアされれ

ばここは安定してくるだろうし、英語活動、先ほど貴重なご意見をいただきました。学校

の中では、廊下の段の横のところに曜日とか月とか、それからあるところでは九九とか漢

字とか古典とかいう言葉を貼って、上がっていくところで目にするような工夫がされてい

ます。ただ、それは単語ですので、先ほどよいご意見をいただきましたけれども、生活の

中で使える英語というもの、あるいはこれが古典になる可能性もあるかもしれません。そ

ういうものが視覚的に捉えられるような環境の整備、これも必要だなあというふうに思い

ます。それから、英語につきましては、現在小学校、中学校と連携をしながら取り組んだ

り、ＡＬＴの増員をさせていただいたりというようにして取り組み、何とか学校の先生の

負担を軽減していきたいと思っております。 

 それから、プログラミング教育というのは、プログラミング的思考の育成という言葉に

惑われされることなく、これでは算数とか理科、総合的な学習の時間等に育成できるも

の、こういうものを使ってできるということは、うまくこうやって学力をつけながら、こ

ういう教育もできるということを学んでいける方策をやっぱりこれから見つけていく。見

つけていくまでが大変だけれども、逆に学校の先生方にとっては見つけることのできる楽

しさも味わえるのではないかなあというふうにも思います。負担負担という言葉でなくっ

て、これが今子どもたちに求められている学力なんだということをしっかりと念頭に置き

ながら、学校の先生方と負担を軽減できるように考えながら取り組んでいきたいなという

ふうに思っています。週時間が増えるということで、１週間の中で先生方が研修で割ける

時間はほぼないと思っています。ただ、あとは本当に自主的な研修、あるいは休業中を使

った研修、それぞれに得意な分野を伸ばしながら先生方に広め、子どもたちの定着のため

に学校挙げての取り組みがなされるように教育委員会としてもバックアップをしていきた

いと考えておりますので、またご協力のほうをよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○友實市長 ありがとうございます。 
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 学力向上の取り組み、非常に重要な課題ですが、これの議論を進めると切りがないの

で、次に移らせていただきたいと思います。 

 通学路の安全対策ということでございます。この通学路に関しては、特に赤磐市では今

年の１月に本当に悲惨な交通事故を経験しています。そういったことを含めて、通学路の

安全対策について改めて見直しをして、その結果等をちょっと事務局のほうからご報告を

お願いします。 

○松井課長 学校教育課、松井です。 

 これについては、資料はございません。口頭でのご説明ということでお許しください。 

 先ほど、市長のほうから言っていただいたように、１月に発生した交通死亡事故を受け

て、市内の学校に対して通学路の危険箇所の緊急点検等を行っております。そのことにつ

いて、簡単にご説明をさせていただきます。 

 その緊急の点検で、学校から上がってきた危険箇所というのは５６カ所ございました。

担当課としましては、こちらの学校教育課、それからくらし安全課、それから建設課とい

うことで、その関係課で、まずできることから対忚していこうということで、順次対策を

講じてまいりました。今年度に入りましてからは、毎年必ず定期的に危険箇所の点検とい

うのを行っておりますので、本年度の新たな点検で上がってきたものが３０カ所ございま

した。これについて、合計８６カ所あったのですが、やはり対忚が非常に困難なものであ

ったりとか、それから対忚についての判断がなかなか難しいものというのが３２カ所あり

まして、それは現状をちょっとまだ継続の審議をしているというような状況でございま

す。既に、対策に着手していたり、それから関係機関でその対忚についてどういうふうに

やっていくかということを検討してるものが５４カ所あります。それぞれの関係機関で、

対忚方法について考えているというふうに申し上げましたが、赤磐市においては通学路の

安全対策連絡協議会という協議会がございまして、そこで関係の各分野の関係の者が集ま

りまして、それぞれの意見であるとか、それから専門の大学の先生等から指導や助言をい

ただきながら、対策を検討しております。主に、こんなものをこういう対策をしています

ということで、まだ確定ではないものもあるのではけれども、簡単に申し上げますと、学

校教育課の関係では、例えば通学路のルート変更が有効ではないかというようなところに

ついては、学校に検討を依頼するでありますとか、それから通学路で非常に危険な箇所と

して上がってきたものに企業の出入り口とかが含まれていたので、そういったところへ改

善の依頼をしていくとか、そういったことがございました。また、赤磐警察署のほうも入
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っていただいておりまして、こちらについては横断歩道や信号機設置の申請を県警の本部

のほうに上げていただいたり、それから取り締まりの強化等も行っていただいておりま

す。それから、備前県民局のほうの県道の関係が中心になりますが、交差点の改良工事で

ありますとか、それから路面標示等の対忚についてのご検討をいただいています。それか

ら、くらし安全課のほうでは、やはりカーブミラー等の調整でありますとか、注意喚起の

看板等の設置等を行っております。それから、建設課のほうでは市道を中心になります

が、やはり交差点の縮小の標示でありますとか、ポストコーンの設置、それから路面標示

等の対策を検討しているということで、大きく変えたというところというのはないのです

が、できるところをしっかりとやりながら、子どもたちの登下校の安全についての対策を

講じているところです。この後、９月５日にまたこの連絡協議会、３回目を開きまして、

関係機関が対策の進捗状況について確認をしてまいる予定でございます。 

 以上です。 

○友實市長 説明ありましたけれども、何かご意見ございますでしょうか。 

○山本委員 通学路の安全対策というのは、基本的に交通安全の観点からの安全対策とい

うことなんでしょうか。 

○友實市長 はい。 

○松井課長 ありがとうございます。これは、交通安全のみではありません。防犯等もも

ちろん含まれております。ですから、今回上がったものの中で、実は今回は事故のことも

ありましたので、交通安全というのが主なものではありましたが、非常に暗い箇所がある

ということで、防犯灯の設置等も１件だけですが、ございました。 

○友實市長 はい、どうぞ。 

○山本委員 私が住んでる町苅田というところでも、空き家が非常に増えてきて崩れそう

な空き家が通学路にあるということで、何か通学途中の小学生の頭に瓦が落ちてきたらど

うなるというふうなことを思うところが何カ所があります。それから、大阪の地震でブロ

ック塀が倒れた話があったんですけども、学校のブロック塀はもう既に対策できてるか、

対策をこれからするかということだと思うんですけれど、通学路にもいっぱい危険そうな

ブロック塀があるんですけど、そういうところを何とか対策を講じていただきたいなとい

うふうに思います。 

○友實市長 空き家対策については、ここにちょっとしゃべれる部署の人がいないんです

よね。じゃあ、私のほうから、空き家対策については空家対策特別措置法という法律が施
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行されました。その中で特定空き家、危険を伴う特定空き家というのを指定して、これに

対するこれまでだったらできなかったことができるような形にはなってますけども、基本

これ個人の資産です。この個人の資産を制限かける、あるいは除却等の行為をするという

ことになれば、かなりの手続を踏んでのことになっていくということは変わりありませ

ん。そうはいっても、できるようになったという部分がありますんで、これについてはさ

まざま手法をとっていこうということであります。そういう中で、赤磐市では６月定例市

議会の中で、空き家対策の条例を制定しまして、その中で忚急措置、大きな除却工事とか

そういったものではないんですけども、例えば瓦が落ちそうだというところの瓦に対する

軽易な処置、こういったことが持ち主にかわって実行できるような条例整備をさせていた

だきました。こういった制度もございますので、地域の方の見守りあるいはそういう気づ

いたところをご連絡いただいて、これを新しい制度に基づいて対忚していく、こういった

安全も考慮していきゃあいいのかなとは思います。根本的には、持ち主による除却という

のが必要なんですけども、その間に不安を取り除く方法も尐しずつ整備していくいうこと

をお伝えできたらと思います。 

 ほかには、何かありますか。 

○藤井教育次長 ブロック塀の対策につきましては、文科省のほうから一斉点検というこ

とで、学校関係につきましては一斉に点検して対策してます。それから、通学路に面する

危険箇所につきましては、これは国交省のほうが所有者向けに自主的な改善を求める形で

通知が出されておりまして、各学校も順次把握に努めておりまして、情報が上がってきた

ことにつきましては、市の建設課を通して改善をお願いしている状況でございます。 

○友實市長 よろしいですか。ありがとうございます。 

 ほかに、ご意見ありませんでしょうか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 なければ、時間の関係もありますんで、次へ移らせていただければと思いま

す。 

 続いて、３番目、預かり保育について、事務局のほうから説明をお願いします。 

○松井課長 失礼いたします。学校教育課、松井です。 

 預かり保育については、資料の１８ページに載せさせていただいておりますので、ごら

んください。 

 こちら、表になっておりますが、４月から７月までの預かり保育の実績をまとめさせて
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いただきました。幼稚園では、今年度から試行として就労等への対忚を行っております。

各園の下の段、尐し色がついている段のほうが就労対忚の預かりの実数になっておりま

す。４月の終わりに保護者説明を行って、５月から実施をしておりますが、幼稚園によっ

て利用に差があるというところでございますが、次第に利用が増えている状況にもなって

おります。現在、夏季休業中ではありますが、夏季休業中も実施をしておりますので、こ

の８月の実績でありますとか、今後の動向を踏まえながら、来年度のあり方について検討

してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○友實市長 説明がありましたが、いかがでしょう。 

 平松委員、何かございませんか。 

○平松委員 去年、この預かりのことを初めて聞かせていただいて、幼稚園がこういう対

策をしてくださるのは親としてはとてもありがたいなあと思いました。幼稚園に通いなが

ら、仕事のことも考えれるという面で、親からしたらとてもありがたい対策だと思ってた

んですけど、実際だんだん利用者の方が増えていていいなと思わせていただきました。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 大﨑委員、いかがですか。 

○大﨑委員 今、夏休み中、８月の預かり保育をしておるというのを聞いたんですけど、

時間は何時から何時ごろまでしているんでしょうか。朝からですか。 

○松井課長 ありがとうございます。朝９時から夕方５時までということでございます。 

○大﨑委員 以前は、幼稚園は夏休みには子どもはいなかったので、余り回ることはなか

ったんですけれども、青パトの話なんですけど、ということは子どもが姿が見えないとこ

ろは本日預かり保育はなしというように考えればよろしいですね、はい。 

 それから、当然人数が何人になるとかという辺りがわからないので、当然給食はなしで

すよね。お弁当を持ってきていうようなこと、はい、わかりました。オーケーです。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 日名委員、いかがでしょう。 

○日名委員 平日は５時までなんですか。 

○松井課長 ありがとうございます。基本的に、土曜日、日曜日は預かりは実施をしてお

りませんので、平日のみということです。 

○日名委員 ８月中は９時から５時ということなんですけれども、先生方の対忚とか、ふ
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だんですと、夏休みだったら先生方もいろいろ研修とかに行かれたりしてると思うんです

けど、その辺の対忚とかはうまくできてるんですか。 

○松井課長 ありがとうございます。それに関しましては、預かり保育の指導員というの

を配置をしておりまして、その指導員を含めて教職員で順次、すべてのたくさんの子ども

たちというわけではありませんので、複数名で見るようにということで対忚しております

ので、かわり合ってローテーションを組みながら対忚しております。 

○日名委員 わかりました。ありがとうございます。 

○友實市長 これに関連して、実は昨年、赤磐市において、特に桜が丘なんですけども、

待機児が発生したということが私にとってもショックだったんですけども、幼稚園の預か

り保育を始めて待機児の数がどう推移してるか、これについて子育て支援課のほうから報

告できませんか。 

○戸川課長 子育て支援課の戸川です。 

 当然、今年度からの預かりの実施なので、保護者の方が幼稚園を選択されるときの一つ

の大きな指標になるかなあと思っています。当然、保育所のほうも現在一時預かりであり

ますとか、いろんな制度は実施しております。先ほど、市長が申し上げました、昨年度も

年度途中から待機児童が発生しております。今年度におきましても、４月の時点では待機

児童は解消しておりました。今、うちが捉えとる数字でございますが、８月１日現在で３

名待機児童が発生している状態でございます。昨年がマックスで８人ぐらいまで待機児童

が発生した記憶がございますので、これから年度途中に向けて待機児童が増えていくの

か、今実質保育園の状況としましては、定員にはまだ達していないんですが、保育士さん

の補充ができていないので預かれない施設があるので、早急に保育士を雇い上げしまし

て、施設の定員マックスまで預かれるようになれれば、この３人の待機児童も解消できる

のかなあと今のところ考えております。 

○友實市長 なるほど。それは、やっぱり桜が丘なんですか。 

○戸川課長 はい、桜が丘です。 

○友實市長 そういう状況だそうです。それも参考に、山本委員、いかがですか。 

○山本委員 施設とかの問題じゃなくて、保育士さんがいないために預かれないというの

は非常に残念な感じがします。何かいい対策があればと思うんですけど、私もちょっと思

いつかないんで。 

○友實市長 これははっきり言って、長年の課題です。解消のために、保育士への処遇改



- 34 - 

善、こういったものも私立保育園に対しても随分やってきているんですけども、効果がな

いことはないとは思うんです。そういう中で、まだまだ不十分なところがあるのかもしれ

ません。そういったことを踏まえて、これからも保育士確保というのを念頭に公立、私立

双方頑張っていかんといかんのかなあと思います。 

 教育長は何かありますか。 

○内田教育長 保育士不足、幼稚園教諭不足、どこも深刻です。これを何とか待機児童を

なくすためにはどうしたらいいか、案がないわけではありませんけれども、これを進めて

いくには尐し私立の保育園のほうともいろいろ話を進めていきたいと考えておりますの

で、ここではちょっと控えさせていただきたいと思っております。済みません。 

○友實市長 わかりました。 

 それでは、次の話題に移りたいと思います。 

 日本遺産についての意見交換を行いたいと思いますんで、事務局よりこれについての説

明をお願いします。 

○土井課長 事務局の社会教育課長の土井でございます。 

 それでは、日本遺産の認定の説明をさせていただきますので、お手元の資料の１９ペー

ジをごらんください。代表自治体の岡山市と赤磐市、倉敷市、総社市の４市合同で文化庁

に申請していた「「桃太郎伝説」の生まれたまち おかやま～古代吉備の遺産が誘う鬼退

治の物語～」のストーリーが５月２４日に日本遺産に認定されました。日本遺産は、地域

の歴史的特色や文化財にまつわるストーリーを国が認定するもので、これまで岡山県内で

は３件が認定されていました。このたび、認定されたストーリーは２７件の文化財から構

成されております。そのうち、赤磐市として関係ありますのが両宮山古墳と岡山の桃でご

ざいます。両宮山古墳は桃太郎伝説の鬼退治の伝説を生んだ背景として、ストーリーの中

で古代吉備の勢力を示す巨大古墳として位置づけられております。 

 今後の取り組みについてですけれど、広域的には４市の観光部局や教育委員会、観光協

会などから構成される日本遺産推進協議会を設立しておりまして、具体的な事業内容につ

きましては、推進協議会で検討することとなりますけれど、ホームページの作成やパンフ

レットの作成などで魅力を発信し、観光客のための案内看板の設置などの環境整備、解説

員など日本遺産の魅力を伝える人材育成に取り組み、観光振興など地域の活性化を目指し

ております。 

 また、本市の単独での取り組みといたしまして、こちらの文化財といたしましては、両
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宮山古墳では現在進めております墳丘の保存工事を実施していきますとともに、市内には

貴重な文化財が多数あります。市内文化財を含めてＰＲしていくなど、市民の郷土理解を

深める取り組み、並びに赤磐市特産の桃とあわせて、産業振興部と連携して市外への情報

発信等を推進していきたいと思っております。 

 以上、簡単でございますけれど、日本遺産についての説明をさせていただきました。 

○友實市長 ４市で国から補助金もらって事業に取り組むでしょう。これについて、何か

説明できないんですか。この９月定例市議会にも補正予算を計上していますよね。 

○土井課長 済いません。こちらの資料の２０ページのほうのその他の６の日本遺産魅力

発信推進事業の（５）その他の項目でございますけれど、この中の先ほど市長が説明され

ましたとおり、協議会の事業として予算が今年度につきましては約４，１００万ほど４市

で共同する推進協議会のほうに予算化されました。そのうち、この９月の補正に出しまし

て、赤磐市がストーリーの２７件の文化財の負担率からいたしまして、２５２万３，００

０円、全体の６．１％を一時そちらの協議会のほうに出しまして、最後国のほうからそち

らのほうの協議会のほうへ補助金としてきます。それに伴いまして、精算金として雑入で

入のほうを入れるようにしておりまして、事業費につきましても、国から３年間こちらの

日本遺産魅力発信推進事業としていただけるようにしております。 

 以上、簡単でございますけど、予算等についての説明をさせていただきました。 

○友實市長 説明がありました。尐し私のほうからも補足させていただきます。 

 先ほど説明のとおり、今年度の日本遺産登録については、岡山、倉敷、総社、赤磐の４

市で共同申請して、これが認められたということでございます。この４市の４人の市長で

授与式に臨みまして、そこの席で４人で決意を固めたのが４市共同してこれを盛り上げ

て、観光の増客あるいは全国あるいは世界に向けてのＰＲ、アピールを強めていこうとい

うことを誓い合ったわけでございます。そして、これを実行するための協議会を設立しよ

うということで、協議会の設立を行ってまいりました。しかしながら、この協議会が設立

されたとほぼほぼ同時に西日本の豪雨災害で倉敷がご存じのとおり、本当に大きな被害を

受けております。総社も被災地になってます。それから、岡山市も平島地区で本当に深刻

な被害を出してます。こういったことで、赤磐も被災地の一つでございます。そういう中

で、日本遺産の協議会の活動が尐しブレーキがかかってしまっているということは実情と

してあります。そういったことがありまして、今は４市とも災害の復旧、そちらに注力し

ているということがあって、これが再び活性化していくには尐し時間が要るなという判断
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をしております。そういった中で、この４市が共同して協力してＰＲ効果を高めていくと

いう事業を確実に推進していこうということであります。そういったことで、これはまだ

緒についたばっかりという認識していただければいいかなと思います。その中で、委員の

皆さんから特にご意見があれば、ここでいただけたらと思います。いかがでしょう。何か

あれば挙手でお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○山本委員 岡山の桃が文化財なのかどうかちょっと疑問に思うんですけど、せっかくで

すんで、赤磐の桃が一杯売れる、この日本遺産になったことをきっかけに頑張っていただ

ければと思います。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 ほかにはどうでしょう。特にありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 ないようであれば、次に移ります。 

 （３）番、その他の項でございますが、何か事務局のほう、用意はありますか。 

○小引課長 お時間のこともございますので、その他のところについては特にございませ

んが。 

○友實市長 いいんですか。 

○小引課長 お伝えしてよければ。 

○友實市長 ２点。 

○小引課長 では、お時間いただいてよろしいですか。 

○友實市長 はい。 

○小引課長 済みません。それでは、秘書企画課、小引でございます。 

 本年度、新規の事業として実施いたしました国際交流事業について、概要を簡単にご紹

介させていただければと思います。資料のほうは、申しわけありません、ございません。 

 ７月３１日から８月８日にかけての９日間、スリランカにおいてＡＭＤＡが実施されま

した海外研究事業に研修事業のほうに市立中学校の生徒５名の方が参加されました。平成

２８年に締結いたしましたＡＭＤＡとの連携協力に関する協定に基づきまして、ＡＭＤＡ

の中学生、高校生会が毎年実施されているスリランカにおける海外事業につきましては、

内戦後のスリランカでの活動を通して平和の重要さを学ぶとともに、スリランカという国

が仏教、イスラム教、ヒンズー教、キリスト教という４つの宗教をそれぞれ信じておられ
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る民族の方がおられ、それぞれ民族のほうにつきましても、タミル語とシンハラ語という

それぞれ英語が通じない、それぞれの民族でも言葉がなかなか通じがたいというような環

境の中で、宗教ですとか民族、言葉の違いを若い世代の方が乗り越える体験を通じて、社

会貢献意識の高い人材を育てる、こういうことを目的として実施されているものでござい

ますが、これが赤磐市、本日の資料の１ページにもございます教育大綱の基本理念、赤磐

市の未来を切り開き、世界的視野を持ってよりよい社会づくりに貢献する人となるよう教

育を推進しますと掲げているものに合致すると考えまして、市のほうはこの海外事業へ参

加する市立中学校の中学生に対しまして、研修費の３分の２、上限の１０万円を補助する

ことといたしました。中学校を通して、ＡＭＤＡから参加者を募集いたしましたところ、

２３名の忚募がございまして、選考の結果、５名の生徒が参加されたものです。今後、１

１月１１日には桜が丘いきいき交流センターで活動報告会を予定しております。お時間の

都合がつきましたら、中学生の皆さんの発表を是非お聞きいただければと思います。 

 以上です。 

○友實市長 お願いがあります。せっかくですから、急に振って悪いんですが、現地へ同

行した職員の感想を含めた報告をしていただければと思うんですけど、子どもたちの反忚

といいますか。 

○西﨑副参事 失礼します。秘書企画課の西﨑と申します。 

 今回、７月３１日から８月８日の９日間ということで、子どもたち５名に引率として同

行させていただきました。それからもう一人、市の職員、介護保険課の長谷看護師という

ことで同行させていただきました。 

 実際に、現地でプログラム３日間、ある学校に集まりまして、３日間のプログラムを行

ったわけですが、非常に現地時間にルーズといいますか、変更がたび重なる変更で、子ど

もたちその部分は非常にハードな体験をしておりました。ただ、そのプログラムの中で

は、言葉、英語を中心にしたり、英語が通じないときには身ぶり手ぶりでコミュニケーシ

ョンを図って、非常に笑顔、最後にはスリランカから帰りたくないというぐらいのすばら

しい体験をしていたと感じております。 

 簡単ですが、以上です。 

○友實市長 多くの方がなぜスリランカなのか、そういったご意見よく聞きます。スリラ

ンカと日本の関係もご存じのない方たくさんいらっしゃると思うんですけども、あえてご

理解をいただくためにも、私から尐し時間いただいて説明させていただければと思いま
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す。 

 長い歴史があります。１９５２年、第２次世界大戦終戦後のサンフランシスコ講話条約

か、その折に多くの国が日本に対して戦争責任を問うという会議でありました。その会議

の際に、当時セイロンという国だった今のスリランカです。そこから、代表で出席された

当時のセイロンの、日本で言えば財務大臣がジャヤワルダナさんという方が出席されてお

りました。その方は、後にスリランカの大統領になった方なんですけども、多くの国が日

本に対して損害賠償請求をすると、戦争責任を問うという議論をしている中で、一人大演

説をされました。日本の戦争責任を問うことは、憎しみを憎しみで解決しようとするのは

私は反対だと、これは愛のみで解決する、そういったことが当時の国際社会に必要なんだ

ということを説いて、当時のセイロンは日本に対して戦争責任を一切問わないという演説

をし、それが大きく波紋を呼んで後の、ここら辺がちょっと定かじゃないんですけども、

日本の分割統治にもストップをかけたというようなことが語り継がれております。余り日

本人、これを知ってる方が尐ないんですけども、これを機に日本とスリランカが助け合う

という深い関係がありまして、その後に千九百何年だったか、民族紛争が長年にわたって

続いていったスリランカの中へ国連の依頼を受けてＡＭＤＡの菅波代表が多くのけが人、

困っている人たちを何とか救援してくれないかという依頼を受けて、当時ＡＭＤＡという

組織じゃなかったんですけども、国連の要請を受けて医療ボランティアを派遣しました。

これが当時では１９５２年の恩返しだということで、多くの日本人の医師が参加されまし

た。これが日本とスリランカの関係をさらに深いものにし、平和をキーワードにこの両国

の交流が始まっているということであります。そういう中で、ＡＭＤＡ、菅波代表が国連

の要請を受けてスリランカに乗り込んで、長い年数スリランカで平和活動をずっとやって

きていると。その中に、スリランカの子どもたちと日本の子どもたちを平和というキーワ

ードでもって交流していこうという試みが継続的になされております。これを赤磐の中学

生に体験してもらおうということで、このプロジェクトを立ち上げたわけでございます。

現地に行ったら、私も現地の様子を見せてもらいにスリランカに行ったんですけども、私

はみんなより３日ほど遅れていったんですけども、３日の間に言葉もそれぞれが英語とい

ってもかたことしかしゃべれません。そういう中で、３日間で赤磐の中学生と向こうの中

学生が手をつないで歩いている、そういう姿を見せていただきました。言葉の壁を乗り越

えて、深い交流ができているなあというのを私も手忚えを感じたということでございま

す。食事も現地はスプーンとか使わないんです。インディカ米でもうぱらぱらの御飯を手
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でこうやってまぜてこうやって食べるんです。うまく食べれません。私も挑戦してみたん

だけども、こぼれてうまく食べれません。でも、赤磐の中学生、３日目ぐらいにはもう現

地の子と同じように手でこうやって上手に食べてました。そういう現場を見せていただい

て、参加した子どもたちに恐らく一生忘れることのできない経験ができたのかなあと、人

と人との深い交流、愛情を持った交流、さらには平和、困っている人がいたら必ず助ける

という思いを持つことができたんかなあと思っております。そういったことで、特にこの

総合教育会議の委員の皆さんには深いご理解をいただいて、この事業が来年、再来年と続

けていくことができれば、効果も上がってくるものということで、今日報告いただきまし

た。ちょっと長くなりましたが、よろしくお願いいたします。 

 いかがでしょう、もしご意見があれば。 

○山本委員 市長さんのお話を聞かせていただきまして、大変感銘を受けました。もう是

非事業を拡大していってもらいたいと思います。二十何人も希望者がいたのに５名しか参

加できなかったのが残念なので、来年は２０名ぐらいに定員を増やしていただければと思

いました。 

○友實市長 現地でＡＭＤＡとお話しさせていただく中で、確かに現地で引率するのは大

変なんです。衛生面もありますし、スケジュールも先ほど職員が言ったように、もうころ

ころ変わるんです。これを大勢の子どもたちを安全にプログラムをこなしていかないとい

けないということで、大変なんですけど、今回のプロジェクトを見て、来年はもっと増や

さないといけないなあというところで、菅波代表とも意見一致してます。どれだけ増やせ

るかはキャパシティーがありますから、わかりませんけど、お世話をする方々を例えば大

学生のボランティア等でお世話を増やしていけば、受け入れが増やすことができるかもし

れません。そういったことを念頭に、来年の議論を進めていきます。ありがとうございま

す。 

 特にほかによろしいでしょうか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 その他の項目で、次に。 

○戸川課長 失礼します。子育て支援課の戸川です。 

 その他の項目で、１点、就学前の子どもさんについての教育・保育についてお知らせを

させていただきたいと思います。 

 赤磐市につきましては、就学前の子どもの利用施設としまして、幼稚園、保育所、こど
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も園があります。こちらのほう、先ほど説明の中でありましたとおり、幼稚園の教育要領

が変更されたこと、小学校、中学校も踏まえて変更されたことがありましたが、当然保育

所でありますとか、認定こども園でありますとか、認定こども園の保育・教育要領、それ

から保育所の保育指針につきましても、平成３０年度の運用から変更となっております。

この平成３０年度からの運用につきましては、幼稚園、保育所、認定こども園につきまし

て、統一的な内容となっております。幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を明確にされ

たものになっております。幼児期に育みたい資質や能力を狙いとしまして、それを達成す

るために園児の発達の実情を踏まえながら、工夫して指導することとなっております。そ

ういったことも踏まえまして、現在も幼稚園、保育所、こども園の職員を含めまして、合

同研修をさせていただいております。さらに、今後も教育部局、福祉部局が連携を深めま

して、どの施設から小学校へ進学しようとも、きちっと連携していけれるような体制づく

りに努めていきたいと思います。 

 以上です。 

○友實市長 よろしいですか。 

 今のことですけども、何かご意見等がありましたらよろしくお願いします。 

 教育長、いかがでしょう。 

○内田教育長 統一的な内容になったということは、大変就学した、特に小学校１年生、

小学校を迎える各学校ではうれしいことなんです。ただ、統一的に１０の姿と具体的に示

されておりますが、この姿が共通理解をされないと、やっぱり学校現場は混乱します。で

すので、統一的な研修もさることながら、やはり日々の保育の状況に対してアドバイスの

声かけ、そういうものがやっぱり必要になってくるのかなあというふうには思っていま

す。小学校側としましては、本当に統一された姿、それを目指して身につけた姿で入学を

してくるということは大変うれしい。だから、小・中連携で、中学校に向けて小学校６年

生がどういう力をどこまでを伸ばしていかなければいけないかということで連携をとって

いるのと同じだと思いますので、今後とも保育所、こども園、そして幼稚園、それぞれに

やはり日々の指導も欠くことはできないなと考えていますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○友實市長 ありがとうございます。今の教育長のご意見も踏まえて、何かありました

ら、ご意見頂戴できたらと思いますが、いかがでしょう。よろしいですか。 
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   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 それでは、ないようですので、今日予定している協議はすべて終わりました

が、最後に委員の皆さんから、その他、幅広い範囲からご意見があったらお聞かせ願えれ

ばと思うんですけども、いかがでしょうか。よろしいですか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○友實市長 じゃあ、長時間でありましたが、これをもちまして平成３０年度の第１回の

赤磐市総合教育会議を閉会とします。 

 とても有意義な話し合い、協議ができたとうれしく思っております。ありがとうござい

ます。 

 

 


